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【現地の状況やニーズなどの背景情報】
ベトナム国では、2013 年の保健省の通達により、各病院にクオリティ・マネジメント課が設置されている。しかし、
同課の構成員の経験は浅く、どのような取り組みから始めたらよいか手探りの現状である。
【活動内容】

医療の質・安全にかかる本邦研修を実施する。日本の医療には、世界にも評価の高い日本的品質管理の文化と技法を取
り入れた医療の質・安全の取り組みの知見と経験がある。
【期待される成果や波及効果等】

ベトナム国では、医療の質・安全の確保に中核的に取り組むことが期待されるクリティカル・マスの育成が望まれている。
本事業では昨年度に引き続きクリティカル・マスの育成に協力する。

4.　医療の質・安全にかかるマネジメント能力強化事業
　   
				    国立研究開発法人 国立国際医療研究センター（NCGM）

＜研修実施結果＞
研修期間：6 月 18 日 -7 月 1 日
研修生受入（7 名）
研修内容
　・医療の質・安全
　・クオリティ・マネジメント
　・ヒューマン・ファクター
　・日本の医療機関における医療の質・安全の
　　取り組み事例紹介

専門家派遣
　・事前調査（２回、延４名）
　・現地フォーラム９月末（１回２名）
　・終了時調査（１回、２名）
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　ベトナム国の医療の質・安全にかかるマネジメント能力強化事
業について報告いたします。我が国を含む先進国では、医療技術
の進歩に伴い、医療現場で医療事故が発生するリスクを高めてき
たと言われています。現在、急速な医療技術の進歩を経験するベ
トナム国でも同様のリスクが高まっています。ベトナム保健省は、
医療の質と安全を確保するために病院に質管理部を設置する通達
を出しました。しかし、草創期の質管理部ではどのような活動を
したらよいのか分からずまだ手探りの状態でした。本プロジェク
トでは医療の質・安全の確保に取り組むことが期待される保健ス
タッフの能力強化と、医療を質の観点から改革していく担い手、
即ちクリティカル・マスの育成を支援しました。
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 本事業によって、本邦研修の修了生は、医療の質・安全の考え
方と取り組みを体系的に学び、日本の病院とベトナムの病院の具
体例を参考に検討したことで、自信を持って医療の質・安全の確
保に取り組めるようになりました。これを支えるのは、修了生同
士が形成した情報交換のネットワークです。本邦研修中から修了
生は自主的に経験共有と相互学習を進めていました。
　修了生の帰国後は、現地フォーラムを開催したことにより、
フォーラム参加病院のスタッフも医療の質・安全の取り組みの具
体例を知ることができ、参加者は院内での協力が得られやすく
なったとも聞いています。この現地フォーラムはこれまで 3 年間
にわたり開催してきましたが、今年度はベトナム全国から 49 病
院を巻き込み、医療の質・安全の取り組みをベトナム全国へ広げ
ることに貢献しました。医療技術等展開推進事業の本邦研修と現
地フォーラムがきっかけとなり、修了生がベトナムの病院で医療
の質・安全の活動に取り組みながら、周囲の関心を持つ人々にも
影響を与えるという相乗効果が得られています。

 
　本事業では、本邦研修、現地フォーラム、そして保健省主催の
医療の質・安全研修への講師派遣の３つの活動を行いました。現地
フォーラムは過去 3 年間の修了生が議論する機会でもありました。
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　1 つ目の活動である本邦研修では、(1) 医療の質・安全の文化
と技法を学び、(2) 日本の取り組み事例から医療の質・安全の文
化と技法の適用例を研修生が知る機会を設けました。本邦研修の
プログラムで特徴的だったのは、(3) これら２つの知見を参考に
して研修員が所属する病院における医療の質・安全の取り組みを
どのようにしたら良いかを検討したことです。
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　研修内容も研修目的と同様に作成しましたが、NCGM の利点を
活かして、似た内容の理論と実践例はなるべく同日に学べるよう
に研修プログラムを工夫しました。
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　こちらは病院を見学した時の様子です。病棟、透視室、医療安
全パトロール、外来、手術室など、様々な部門を見学しました。
学びを深めるために薬剤部を例とした 5S の演習、インシデント
事例の寸劇、根本原因分析、チーム医療の演習など、体験を通じ
た学びの機会を多数取り入れました。

　このような研修を研修生はどのように評価したのか、研修生の
主観ではありますが、アンケート調査を実施しました。2017 年
度の結果は、表の青色の列にある 6 月研修の欄です。7 名全員が
研修目標を達成し、「研修内容は業務に応用できる」と回答しま
した。個別には、研修プログラム、講義の質の高さ、テキストに
関して満足度が高くなっています。
　改善点としては、意見交換の場がもっと欲しいことや、研修員
の理解度を選出時点で揃えることなどが挙げられました。

4

1.

2.
•

•

•

12

H27.5 H27.11 H28.7 H29.6

H27.5 5 H27.11 H28.7 H29.6

H27.5 5 H27.11 H28.7 H29.6

H27.5 5 H27.11 H28.7 H29.6

5 5 4

n=5 n=9 n=8 n=7

4

2.
•

•

•

13

H27.5 5 H27.11 H28.7 H29.6

H27.5 5 H27.11 H28.7 H29.6

H27.5 5 H27.11 H28.7 H29.6

5 5 4

3.

4.

5.
•

•

14

H27.5 5 H27.11 H28.7 H29.6

H27.5 5 H27.11 H28.7 H29.6

11 9 5 5



117

　　

　
　
IV
　
病
院
に
お
け
る
管
理
・
技
術
協
力

　良かった点として、「医療の質・安全の理論と実践の見学がう
まく組み合わされ、ベトナムの現状と研修員のニーズに即してお
り、大変合理的だった」との評価をいただきました。要望として、

「医療の室・安全をより理解するために研修員が専門とする診療
科の見学」を希望する声がありました。
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　我々はアンケートの評価が帰国後の実践に結びつくのかに関心
がありました。そこで、研修生が帰国後に病院でどのような実践
を行ったかを研修実施側と修了生が知るために現地フォーラムを
開催しました。2017 年度は第 3 回目の現地フォーラムであり、9
月に 2 日間の日程でベトナム南部のバ・リア病院にて開催しまし
た。
　このフォーラムでは、実践していなければ発表する題材があり
ません。そのため、これまでの修了生が発表や議論に参加するか
否かが研修後の実践の有無を確認する役割を果たしました。
　プレイベントとして、2 つの病院で見学ツアーを実施しました。
ツアーを通してフォーラム参加者がお互いを知ることで、翌日の
フォーラムの議論が大いに盛り上がりました。参加者の内訳はス
ライドの通りです。

　現地フォーラムで議論されたのは、ここに示す 7 つのテーマで
す。これらは修了生が病院の優先課題と考えたものです。また今
回は、49 病院が一堂に会する機会を利用して日系企業による医
療機器の展示も行いました。
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　日系企業は個々に示す 4 社の協力が得られました。医療の質・
安全に関心のある 49 病院の方々が日本の品質と安全性の高い医
療機器に触れる機会でした。日系企業からは「このような場を今
後も設けてほしい」、「何が売れそうで、何が売れなさそうかがよ
く分かった」、「ベトナムの多数の病院とつながりができた」と嬉
しい声をいただきました。

　現地フォーラムはこのような様子で行われました。
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　本事業によって、修了生はベトナムの医療の質・安全の分野で
クリティカル・マスとして活躍し、自身の病院および他の病院へ
も影響を及ぼしています。具体的には、インシデント報告システ
ムの運用の仕方を本邦研修や研修生同士の交流で学び、病院で運
用し始めました。5S では、病院の全職員を対象に研修を実施し
た結果、職員全員が 5S の重要性や利点を理解し、病院全体で取
り組めるようになりました。
　また、自主組織「病院の質・患者安全クラブ」が設立され、今
後のベトナムフォーラムの実施母体となる予定です。
　そして日系企業との連携により、日本の医療機器メーカーがベ
トナムの病院に医療機器を販売する契機ともなりました。
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　成果指標は、スライドの通りです。本事業の目的である、医療
の質・安全の取り組みが期待される保健スタッフの能力強化と医
療の質の観点から改革していく担い手となるクリティカル・マス
の育成を行えました。今後、本事業に続く医療の質・安全の取り
組みがベトナムに大きな動きをもたらして展開する足掛かりに
なったと考えます。
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　本事業はベトナム国内に留まらず、隣国ラオスにも変化をもた

らしました。「ベトナム病院の質・患者安全フォーラム」を視察
したラオスの人々によって、ラオスでは JICA の QHC プロジェク
トの支援のもと「第１回ラオス保健医療の質改善フォーラム」が
2 月に開催されました。ラオスの学ぶ姿勢に応えるかたちで、ベ
トナムの修了生も、医療の質・安全の取り組みを推進する意識が
高まるという良い影響をお互いに及ぼし合っており、今後の展開
が期待されています。
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　仲佐保先生主任の研究班の協力により、これまでベトナム語で
しか把握できなかったベトナムの病院における医療の質・安全の
取り組みが整理されました。様々な開発パートナーがベトナムで
比較的新しい分野である医療の質・安全に介入するときに、ベト
ナムの現状を知る資料になると思います。

　本事業では、ベトナムの病院の質管理部の部長・副部長の能力
強化を進めてきました。しかし、この取り組みを院内で組織的に
進めるには、質管理部と医療の質・安全ネットワークとの連携強
化が不可欠だと考えます。この連携の確立には、院内の各部署に
配置される看護師の果たす役割が大きく、医療の質・安全分野で
院内の組織横断的な連携を推進するには、看護師のマネジメント
能力の強化を進めていく必要があると考えます。この課題は次期
案件につなげていきたいと考えています。ご清聴いただきありが
とうございました。




